
 バーコードから販売時点で商品情報を読み取り、POSシ
ステム(Point of Sales)に連携。

 「いつ、どこで、何を、いくつ、いくらで」売れたかと
いう情報をリアルタイムに記録・集計・管理。

 タブレットやスマートフォン等の汎用機器をレジ端末と
して利用。

 売上情報・在庫情報・顧客情報等をクラウド上で一元管
理。

 キーボード等を手動操作して、出入金管理を行う。
 機種によっては、売上集計データを紙やSDカードに出
力可能。インターネットに接続して売上集計管理を行う
ことができる機種もある。

ターミナルPOSレジ

モバイルPOSレジ（スマートレジシステム）

ガチャレジ・メカレジ

出典：東芝テック㈱・㈱スマレジ・SHARP㈱ 公式ホームページから作成
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店舗側

ベンダー管理のサーバー
店舗側

本部側店舗側

消費税関連システムの類型概要

• 専用機器にパッケージソフトや独自ソフトウェアをインストールし
利用。専用機器のため、堅牢性や耐久性が高く、また、各社の多様
な独自サービス（ポイント、クレジット、商品券など）に対応した
カスタマイズが可能。顧客対面シーンでの処理速度も速い。

ターミナルPOS

• インターネット上のサーバーで売上・顧客データ等を一元管理する
POSレジ。スマートフォンやタブレット等の汎用端末にPOSアプリ
をインストールして利用。低コストで迅速な導入が可能で中小企
業・小規模事業者を中心に幅広く導入。

スマートフォンや
タブレット等

基幹系システム
• 商品統合管理
• 仕入発注管理
• 在庫管理
• 会計管理
• 情報分析 等

• 計算機とキャッシュドロアが一体化した形態。顧客対面での会計のみ
の単機能で、売上管理や会計処理などはExcel・紙管理が中心。

• 販売ベンダーの撤退事例もあり、利用者は縮小傾向だが一定数存在。

密接
連携

（※１）

POSシステム
• 商品統合管理
• 売上データ 等

通信

レジスター機

Excelや紙管理
手作業が中心

本部側
基幹系システム
• 仕入発注管理
• 在庫管理
• 会計管理 等

API連携
（※２）

通信

ターミナルPOSレジ

モバイルPOSレジ（スマートレジシステム）

ガチャレジ・メカレジ

※１ 異なるシステム、ソフトウェア間のデータを、様々な連携方式で複雑に繋いでいる状態。
※２ 異なるシステム、ソフトウェア間のデータ連携方法。インタフェースに則った要求と応答をやり取りするもので、クラウドシステムではスタンダード。
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